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はじめに

このたびは、ヴァイカウントクラシックオルガン、プレスティッジⅨをお買い上げ
｀
いただきまして、誠にあり

がとうございます。プレスティッジⅨは、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の電子テクノロジーによって

あますところなく再現したクラシックオルガンです。プレスティッジⅨの多彩な機能をスムーズに使いこなし、

オルガン濃泰を心ゆくまでお楽 しみいただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようお願い申

し上げます。また、ご一読いただいた後も、ご不明点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお

願いいたします。

■この加親説明書に4 n t  B kさ4 1ているイラス トは、すべて控作説明のためのものです

安全上のご注意…ご使用の前に必ずこの 「安全上のご注意」をお読みください。

感電のおそれがあります。キャピネット
を開けないでください。

警告 1感 電の危険を避けるため :

バネルやカバーは取り外 さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないでください

本製品内部につきまして、お客様は修理 ・交換なさらないでください.

修理 ・点検につきましては販売店にご相談ください

本製品内部には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示しています。

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危害に関する注意事項」
警 告::本 製品のご使用にあたっては、以下の点に注意してください.

1) 本製品を使用する前に取扱説明書をよくお読みください.

2) お子様の近くで使用する場合には、ケガ防止のため十分な注意を払ってください。

3) 本製品は水回りでは使用しないでください。り」えば浴憎、洗面台、台所の流し付近、濡れた床の上、あるいはプールの近く、

その他こオ1に類する場所では使用しないてくださいぃ

4) 本製品は、単独もしくはアンブ、ヘッドホン、スピーカーと組み合わせて使用した場合、過大な書呈により鴨力障害を引き

起こすおそれがあります。過大な吉量、または不快感を招くような書量での長時間の使用は避けてくださいて

5) 本製品はラジエーター、熱器具、その他熱を発生する製品から削して設置してくださいt

6) 長時間ご使用にならない場合には、コンセントから電源プラクを抜いてください〔

7) 本体に物を落としたり、液体が流れ込まないよう十分注意を払ってください。

8) 以下の場合、サービス担当者が本製品の修理 ・点検を行いますこ

a電 源コードまたはプラブが破損した場合

b製 品に物が落ちたり、液体が流れ込んだ場合

c製品が雨にさらされた場合

d製 品が正常に作動していない、あるいは演奉状態に著しい変化が生じた場合

e,製品を落としたリタ+装が破損した場合



viscountズ 沢どSttCど jγ

安全上のご注意 (追加)

1) 充分な換気の為、機器け壁から5cm以上離して設置して下さ
い争

2) 機器設置の際、線気穴を塞がないようご注意下さい。

3)機 器上に標火 (ろうそく等)を置かないで下さいち

4) 機器上に水の入った花瓶等を置かないて下さい.

5) 機器は電源コンセントの近くに配置し、電源プラグに容易に手
が届くように使用して下さいこ

6) アース接続は、必ず電源ブラグを主電源につなぐ前に行って下さ
いっ又 ア

ース接続を夕|す場合は、必ず電源ブラグを主電源から切り離し
てか

ら行って下さいを

■リチウム電池の警告 :本製品にはリチウム電池が使われて
います。電池を

間違えて取り替えると爆発の危険があります。電池交換
の場合は現在使用の

ものと同等のものをご使用下さい。正 しい極性でご使用下さ
い。使用済み電

池は、電池メ
ーカーの指示にしたがつて処分 してください。

■本取扱説明書に記載さオ1た情報は、商品の仕様変更にとも
ない、予告なし

に変更される場合もございます。

あらかじめご了承 ください。

ヨンセントの穴が2つの場合 ヨンセントの穴が3つの場合

アダプタプラグを取',外してから、

コンセントに差し込みます。
アダプタプラグに付いているア

ース線を、

コンセントのアースネジに差し込んで

アースを取ってください。

アダプタブラグ
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第1章 舌部のコント回―ラーと接続端子

1.1 左側パネルのコントローラー

酌 叫 抽 唖 領 乾 却 神 。

ゐ
――掴

1.2 中央パネルのコントローラー

ロ カプラ
ー :このスイッチで、手鍵盤同士、あるいは手鍵盤と

足鍵盤部のレジス トレーションを連絡(カップリング)します。

ある鍵盤で設定したすべての音色を、他の鍵盤でも演奏でき、1

つの鍵盤で2つの鍵盤の音を同時に鳴らすことができます。下記

の組み合わせが可能です。

1/P:第 1手鍵盤(MAN1/グ レー ト)のレジスターが足錠盤で

濃奏できます。

コ/P:第 2手鍵盤(MANⅡ /スウェル)のレジスターが足鍵盤で

渡奏できます。

工/1:第 2手鍵盤(MAN 1/スウェル)のレジスターが第1手鍵盤

(MAN1/グ レー ト)で演奏できます。

腫ロオン・オフスイッチ:第1手鍵盤の左側についています。

<注 意!>雷が鳴り出したら必ずコンセントから電源プラクを務いてください。

牛

L

|liiiii!!iiiiiiiil|
L ~
-

３０

博

噂ぽ 尊「
□

足鍵盤部 :足鍵盤のス トップ(音栓)があります。このストップを使って、足鍵盤のレジストレーションを

ます。

腫∃第 1芋鍵盤部 :第 1手鍵盤(MAN.1/グ レ
ー ト)のストップがあります。このストップを使って第1手鍵盤の

レジストレーションを作ります。

回 第2手 鍵醸部 :第2手鍵盤(MAN.コ /スウェル)のストップがあります。このストップを使って第2手鍵盤の

作 り

レジス トレーションを作ります。
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1.3 右側パネルのコントロ
ーラー

□ LEDメ
ーター/トランスポーザー/メモリ

ーバンク

ここには以下の3つの機能があります。

・クレッシェンドのレベルと第2手鍵盤(MAN.Ⅱ/スウェ
ル)の書量レベルを表示す

るLEDデ ィスプレイ(LED灯)があります。

・+5か ら-6ま での トランスポ
ーザー用ディスプレイがあります。デイスプレイ

の下のつまみを回すことでトランスポ
ーズの数4直が変更できます。

・8つのメモリーバンクのうち、選択したメモリ
ーバンクの番号が表示できるデ

ィスプレイがあります。ディスプレイの下のつまみを回す
ことでメモリーが選択

できます。

臣]フ ロツピ
ーデイスク ドライプ :3.5インチの2HD/2DDの フ

ロッピーディス

クを使用します。オルガンのパラメ
ーター設定に関する情報はすべてフロツピ

ー

ディスクに保存することができ、濃奏録音時に使用することもでき
ます(詳しくは

第4章をご参照ください)。

1.4 手鍵盤部パネルのコントロ
ーラー

れ弟「排企
日
）

孟
○

仰

ロ
ロ
０
口
０
口
０
ロ

|
口 口  鳳 風_巳 __呂 _畳 __El_B_P__卑

viscount
_ 8 _ 学 口 口  「― ― ―車 キ 早一早

日日出出倒』出出出』IJ』』出出出□EILl回固□ロコ画□□□□回
回』巴団」担

〇 〇 〇 〇
〇           〇 〇 〇 〇 〇 ③ ① ―

２ ３ ４ ５ ６

ロ セット
・ボタン(S):こ のボタンは、メモリ

ーをセッテイングする時に使います。(詳しくは第2章をご参熙く

ださい)

腫]ジ ェネラル
・メモリー :パネル上やコントロ

ールセンターで設定したレジストレ
ーションはすべて保存

ができ、その内容を呼び出すことができます。プレステイ
・`
ノジDtには、6つのジェネラルメモリ

ーがありま

す。メモリーには1から6までの数字、およびHR(0として扱わ
れる)と記されたボタンがあります。HRポ タ

ンを押せば
｀
直前手動設定したレジストレ

ーションに戻ります。

ジェネラルメモリーのプログラムの手川東は以下のとおりです。

。まずキャンセル・ボタン(C)を押し、既存のレジストレ
ーションをいったんクリア。その後に希望するレジス

トレーションを選んで設定変更します。

・次に第1手鍵盤の左下にあるセット
・ポタン(S)を押してください。ボタンを押しながら、6つ“あ

るジェネラル

メモリーのナンバーボタンのうち、いずれかを押し、新しい設定内容を保存
します。
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ロ エンクロ
ーズド・ボタン(ENC):こ のボタンを押せば、第2手鍵盤用のエクスプレッションペダルを使っ

て、オルガン全体の音量を調節することができます。(詳しくは「ペダルおよびピストン部のコントローラー」の

2項をご参解ください)

自動ベダル ・ボタン(A,P,):第 1手鍵盤を渡奏する際、このA,P,ボタンを押すと、あらかじめ選択してお

いた足鍵盤ス トップの音が鍵盤の最も低い音に加わります (但し足鍵盤数の範囲内)。例えば、左手でC,E,G

(ド、ミ、ソ)と同時に弾くと、最低音C(ド )に だけ足鍵盤のC音がカロわり、手鍵盤のみの濃奏でも足鍵盤のス

トップの効果が得られます。

<注 意>A.P使用時は、足鍵盤は使えませんら●

トゥッティ・ボタン(T):このボタンを押せば
`、
メーカーが設定したレジストレーションをすべて作動させ

とができ、脇時にフルオルガン状態(ほとんどのストップが入っている状態)に なります。

トゥッティの操作は、 トゥッティ・ピストンでも行うことができます。(「ペダルおよびピストン者呂のコントロー

ラー」の4項をご参熙ください)

<注 意>ト ゥッティのポイスはプログラム可能ですが、ポイス・モジュレーションや トレモロはかかりません。(詳しくは第2章をご参照ください)

ロ キヤンセ,レ
・ボタン(C):こ のボタンを押せば、操作中のレジスターのスイッチをすべて切ることができます。

1,5 ベダルおよびピストン部のコントローラー

□

従

ロ クレッシェンド・ベダル (CRESCEMDO):こ のベダルを踏み込むことで、段階的にすべてのレジ

スターを増やしてぃくことができ、最後にフルオルガンの状態(ほとんどのス トップが入っている状態)と

なります。元に戻せばレジスターの数は徐々に減っていきます。

□ 第2手 鍵墜用のエクスプレッションベダル :第2手鍵盤の音量を調節します。また、エンクロ
ーズド・

ボタン(ENC)を 押すと、このペダルでオルガン全体の音量を調節することができます。

ロ カプラ
ー・ピストン:このピストンでカプラーが作動します。(詳しくは「左側パネルのコントローラ

一」の1項をご参熙ください)
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ロ トウツテイ
・ピストン(TUTTl):こ のビストンを押せば

｀
、メーカーが設定したレジストレーション

をすべて作動させることができ、瞬時にフルオルガンの状態になります。(「手鍵盤パネルのコントロ
ーラ

ー」の5項をご参照ください)。

1,6 アンダーパネルのコントローラーと接続端子

匝]ヘ ッドホン端子
:ステレオヘッドホン用の接続端子。ヘッドホンを接続すると、オルガン本体のスピ

ーカ

一からは音が出ません。

腫]MlDiイ ン
‐アウト‐スルー :オルガンをMIDI音源に接続するためのMIDI接続端子。

匝ロインプットL(MONO),日 :オルガン本体のスピーカーで外部音源を鳴らすための接続端子。モノラル音

源の場合はL―MONOの よ妾続端子を使います。

画ロアウトプツトL(MONO)ぃ R:直 接録音したい時に使用するラインアウト出力端子。この接続端子は
一般

に、カセットレコーダーなどのアナログ録音機器での金泉音に使います。モノラルでの録音の場合はL‐MONOの 接

続端子のみ使います。

右アンダーパネル

ジェネラルピッチ :このボタンで楽器全体のピッチの微調整を行います。納品時のプレスティッジⅨは、

A=440Hz(ピ ッチノブは中央に位置 しています)に初期設定されて【′ヽます。

回 足鍵盤ピッチ :足鍵盤のピッチの微調整をします。

回 第2手 鍵盤ピッチ :第2手鍵盤のピッチの微調整を
します。

この装置によって、奉者ご自身が各鍵盤ごとのピッチを微調整できます。このため、各鍵盤のビッチ
が若

干異なる場合に生 じる波動レベルに応じた、パイプオルガンらしい特徴のあるアンサンブ
ル効果を生み出

すことが可能となります。

左アンダーパネル

OO⇔ ⇔
‐Ｎ

◎
THRU     OUT

HEADPHONES  ―――一一―一一一一― MIDi

L(MONO)  R     L(MONO)  R

一 INPUT一 一―   ―一 〇UTPUT一

〒O丁
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第2章  メモリーのプログラム

2 . 1  ジェネラル ・メモリー

9ページを参無してください。

2.2 トゥッティのプログラム

トゥッティのプログラムを言安定するには、まず トゥッティ,ボタン(T)あるいはトゥッティ・ピストン(TUTTI)を

押 して、この機能を作動させてから、希望するレジストレーション構成に設定変更します。(新しい設定内容は、

セットBボタン(S)を押しながらジェネラルメモリーのHRボ タンを押すことで保存できます。

2.2 クレッシェン ドのプログラム

クレッシェンド(ベダル)のレジストレーションはあらかじめ適当な構成に設定されていますが、以下のプ回グ

ラム作成手順にしたがって変更することができます。

・クレッシェンドペダルの段階を選び、必要なボイスを選んでください。各段階の設定が終ったらセットボタ

ン (S)とHRボ タンを同時に押します。これで新しい設定が保存されます。

第3章  コント回―ルセンターの操作

3.1 コン トロールセンターの特徴
・プレスティッジⅨのコントロールセンターは、第1手錠盤右手真下にある引き出しボックス内に収められてい

ます。

・ボックス内は2つに分かれています。上部(2行×40字の英数字ディスプレイ)では総合的なコントロールを行

い、下部(3桁の数字ディスプレイ)ではフロッピーディスクドライブをコント回―ルします。

図 1 区l  l E l 図区 |

図 □ 1 田 区 1 図 |

英数字ディスプレイ

総合コントロール部

フロッビーディスクドラ
イブおよびシーケンサー

コントロール部

図 厘十回 1 区| □| □|

区 1 図1 回| □1 図区 |

3桁ディスプレイ
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オルガンのスイッチがオンになった場合、英数字デイスプレイは次
のように表示されます。

次いで、以下の表示に変わります。

このメッセージが表示されている間、

フロッピーディスクドライブにディス

れています。

プレステイッジⅨは自動検出および操作の初期設定を実行して
います。

クが入っていない時は、3本の水平ダッシュが3桁ディスプレイ
に表示さ

3.2 音量の調節

自動検出および初期設定が済むと、上部ディスプレイに、初期画面(音量調節画
面)が表示されます。プレスティ

ッジⅨでは、音量の全体調整(マスタ
ーパラメーター)と各手鍵盤と足錠盤の音量調節の両方を行うことができま

す。

ディスプレイには以下のように表示されます。

前述した通り、オルガン本体のスピ
ーカーの音量はマスタ

ーパラメーターで調整できます。エンコ
ーダーを回

して1から64までの数値を選択することが可能です。

ディスプレイには、各手錠盤
・足鍵盤の音量パラメ

ーターが表示されます。左の数値(“十
"記
号の前)はその鍵盤

の初期設定音量を、右の数値(“十
"記
号の後)はエクスプレッションペダルで行う増吉分を表して

います。コン

トローラーを使って変更できるのは初期設定音量の数値のみで、増音分は
ペダル操作で更新します。

数値を変更する時は、まずCURSOR(カ
ーツル)キー(くおよび♭)を使って変更したい数4直の位置に合わせます。

次にエンコーダーを回して、その数イ直を変更します。

囲 □ 図 囲 図

図 囲 図 図 囲
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3,3 リバーブ効果の設定

リバージ
・
効果を言受定するには、総合コントロール部にあるREVERB(リ バーブ)キーを才甲します。

ディスプレイには
``デ
ジタルリバーブ(DIGITAL REVERB)オ ン(またはオフ)''のメッセージが、リバーブのレ

ベルとともに表示されます。

i二iI I二iITRL F!EIF挺i距:|三:[ir! i…,コ与:に'1  :こ!!:i

CURSORキ ーを使って変更したいレベルの位置に合わせます。次にエンコーダーを回して、その数値を変更します。

3.4 トレモ回効果の設定

TREM(ト レモロ)キーを使って、各手鍵盤ごとに トレモロ効果の速度と深さを設定 します。

TREMキ ーを押すと、各手鍵盤の トレモロパラメーターが以下のように表示されます。

・
T°F!|三11にIL.に,
!コEPTHB「Eil=8EEIコ

H.ョ1■,I   H.ョぃlBI I
:王ll郵・,・
・
IEI   !ユi38ド

・
ユ|ヨ

いずれも、左の数値(スラッシュの前)が深さを、右の数値(スラッシュの後)が速さを表しています。CURSOR

キー(くおよび♭)を使って変更したい位置に合わせます。エンコーダーを回せば
｀
、その数値を変更することがで

きます。操作が完了したら、EXITキーを押して初期画面に戻ります。変更した設定内容は本体メモリーに保存

することもできます。

図 図 図 □ 図

図 囲 図 図 図

リバーブキー

抽
図
師図

中
図
”図

ｍ
図
帥図

帥
囲
い図

・ＡＢ
図
中図
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フロッピーディスクドライプの使用

4.1 フロッピーデイスクドライブ

プレスティッジⅨでは3,5インチのフロッピ
ーディスクドライブ(以下 ドライブ)を装備しており、濃泰を保存

で

きるだけでなく、オルガンのポイスやメモリ
ープログラムデータを保存することもできます。このフ

ロッピー

ディスクドライブは、2DD(720キロバイト)および2HD(1.44メガ
バイト)のディスクを使用することができます。

フロッピーディスクは、スピ
ーカーやテレビなど強力な磁場を発生する機器の近くに置

かないでください。

4,2 データフォーマットおよび呼び出しモ
ー ド

プレスティッジⅨは、楽曲の録音や再生用としてスタンダ
ードMIDIフアイル(求.midi)(フォ

ーマット0/1)を使用

しています。スタンダードMIDIファイルによって、市販のMIDI曲集
がかかります。また、最も

一般的な譜面印

刷やシーケンス編集ソフトウェアとの完全な互換性も確保されて
います。

4.3 フロッピーディスクドライプのコントロ
ールパネル

前述した通り、フロッピ
ーディスクドライブのコントロ

ールパネルは、引き出しボックス内にあります。フ回

ッピーディスクヨント回
―ル部はボックス下部にあり、3桁の数字ディスプレイ

がついています。この部分を以

下に示します。

4.4 フロッピーディスクのフォ
ーマット

新しいフロッピーデイスクをデータ保存用として使う時は、必ずデイ

ぃ。プレスティッジⅨでは、極めて汎用性の高いMS―DOSフ オ
ーマッ

ンピューターやシーケンサーに使うことができます。

スクをフォーマット(初期化)してくださ

卜を採用。市販されているほとんどのコ

フォーマット手順は以下のとおりです。

・ドライブにフロッピーディスクが入っていないことを確認します(3本の水平ダッ
シュ
“十~~"が ディスプ

レイに表示されていなければなりません)。

・CLEARキ ーを押したまま、フォ
ーマットしたいフロツピ

ーディスクをドライブに挿入します。この時、ディ

スクの隅にある穴、ライ トプロテクトタブが閉まっているか確認してくだ
さい。そうでない場合、タブの窓を

閉めて書き込みが可有とな状態にしてください。

<注 意>フ ロッピーディスクには、誤ってデ
ータを消してしまわないようにライトプロテクトタブ(書き込

み禁止タブ)が付いています。重要

なデータが入っているディスクは、タジをオン(開けた状態)にして書き込
みができないようにしてください。録音する場合には、タブをオ

フ

(閉めた状態)にしてください。

q SONも ,  4 TEMPO,  SET CLEAR

図 図 題 1 図 函 ! 厘i

l 璽i 題1 図 函 1 図1 1 圏!
●コ    1+    ロ    ト    「「    ■

フロッピーディスク

ドライブ( 3桁)ディスプレイ

５
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・プレスティッジDtでは、ディスプレイ上に
“
Sur"(“Are you sure?"/よろしいですか)の 表示が出ます。REC

キーを押して金象音してください。金矛音をとりやめる場合は、STOPキ ーを押して操作を中止してください。

・ディスプレイには、
“
F"(フォーマット)に1から80までの連続番号がついた表示が出て、ディスクトラックが

フォーマット中であることが表示されます。

・トラック番号が80になると、 ドライブは休止状態に戻り(“NoS"(No Son9)のメッセージが表示され、操作

が完了したことを示します。

使用済みのフロッピーディスク、あるいは他の機器で使用したフロッピーディスクのフォーマットが必要にな

った場合も、同じ手順でフォーマットします。

<注意>デ ィスクをフォーマットすると、そこに合まれているデータはすべて削除されますのでご注意くださいる

4.5 楽曲の録首

録音を開始する時は、フォーマット済みの書込み用フロッピーディスク(3.5インチの2DDま たは2HD)を ドライ

ブに挿入してくださしヽ。

・まずジェネラルメモリーのHRボ タンを押してキャンセル状態(オルガンのレジスターの機能解除)にし、希望

のレジストレーションを作り、第2章1項「ジェネラルメモリーのプログラム」の記載手順に従って、ジェネラル

メモリーのいずれかに保存します。
・PAUSEキ ーを押しなが

｀
ら、RECキ ーを押します。各ボタンのLEDラ ンプが点灯し、録音する楽曲の番号が3

桁ディスプレイに表示されます。
・再びPAUSEキ ーを押して,示音を開始します。金示音をとりやめる時はSTOPキ ーを押します。

<注 意>

録音中は全自動モードでデータの保存が行われますc録 音再生中には、フロッビーディスクをドライブカ)ら絶対に抜かないでください。また

濃泰と同時にディスクに録音されるので、す永音の修正はできません。
・プレスティッジⅨでは、楽曲に自動的に連続番号を振り分けます。各楽曲はディスク上の最後の楽曲より大きい番号で表示されることにな

ります。
・プレスティッジⅨには、フロッビーディスクに保存した内容の加工や補正をする機能はありません。演奏ミスが生じ、楽曲全体をキャンセ

ルした場合は、最初から録音し直さなければなりません。キャンセル機能については、第4章13項「楽曲の削除」をご参R瞑ください。

4.6 フロッピーディスクに録首 した架曲の再生

再生したい楽曲が入っているフロッピーディスクをドライブに挿入します。しばらくすると、ディスプレイ上

に、ディスクの最初の楽曲に対応する番号01が表示されます。

オートプレイパラメーター(第4章9項「オートプレイ機能」参熙)がオンになっている場合、再生は自動的に行わ

れます。そうでない場合はPLAYキ ーを押します。PAUSEキ ーを押せば一`時的に再生が止まり、もう一度同じ

キーを押せば
｀
その部分から再生することができます。STOPキ ーを押した場合、楽曲は冒頭部分に戻ります。

別の楽曲番号を選/Sミには、SONGキ ー(前曲くおよび防次曲)を使います。
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密   4,7 メトロノームテンポの変更

母    ま を 喜 孟 書 符 二 雰

番 法量稽魯耗 品:岳]=(、岳をょ漆品

↓

通 っ駆 藁 罪 告ず凱 蜂 翼 薄 'と う監 軽

讐     
・TEMPOキ ーを押すと、進行中の楽曲の再生速度が速くなったり(レTEMPOキ ー)遅くなったり(くTEMPOキ ー)

ま    あ景登権居督キ雪子声

ポは楽曲が
｀
変わるまで維持され、CLEARキ ーを押しながらTEMPOキ ー(く)を押せば

・
最

す     。2つのTEMPOキ ーを同時に押せば
｀
、現在のメトロノームテンポ値を、3オ行ディスプレイ上に表示させることが

督     
下星岳云集曲番号の表示に戻すに十ょ、2つのSONGキ ーを同時に押します。

4.8 REWキ ーとFFキー

i    REWキ ー(rewind/巻き戻し)およびFFキ ー(fast iorward/早送り)を使って、楽曲の早送りや巻き戻しができます。

この時、ディスプレイ上に小節の番号が表示されます。

・REWキ ーおよびFFキーをSTOPキ ーと同時に使い、楽曲の冒頭又は末尾に瞬時にジャンプ。選択した楽曲の

輩    冒頭と末尾へのリーダーの自動位置決め(オートマチック・ポジショエング)ができます。

1     ・楽曲の冒頭にリ
ーダーを合わせるには、再生を止めてSTOPキ ーを押したままREWキ ーを押します。

1    ・REWキ
ーではなくFFキーを押せば

｀
、リーダーの位置は自動的に現在選択されている楽由の末尾になります。

や

1    4.9 オ
ー トプレイ(AUTOPLAY)機 能

1    自動的に楽曲を再生する機能です。ディスクがドライブに挿入された時、オートプレイ機能によってオルガン

昔    
リーダーがディスクの最初の楽曲の再生を開夕台するかどうかをオ旨定することができます。オートプレイ機能に

や|

1    オー トプレイ機能の設定は以下の手順です。

・SETキ ーをオ甲したままPLAYキ ーを押します。3桁ディスプレイ上にはオートプレイ機能のオン・オフ表示が出

ます。

・REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

4.10 自動巻き戻 し(AUTOREW)機 能

自動巻き戻し(AUTOREW)機 能では、次の2つの方法でSTOPキ ーを活用できます。
・自動巻き戻し・オン:巻き戻し中にSTOPキ ーを押すと、常に楽曲の冒頭部分に戻ります。
・自動巻き戻し・オフi STOPキ ーを押すと、止めたそのポジションに常に戻ります。
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自動巻き戻し機能の設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままSTOPキ ーを押します。3桁ディスプレイ上には自動巻き戻し機能のオン
・オフ表示が

出ます。

・REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ
ーを押

して変更した状態を取りやめます。

4,11 ソング・インターバル・タイムの設定

楽曲の末尾にきて演奏者がSTOPボ タンを押さない場合には、プレスティッジⅨは自動的に次の楽曲の再生を開

始します。ソング・インターバル・タイム(SONG INTERVAL TIME)パ ラメーターを使って、ある由の末尾と次

曲の冒頭の間に休止時間(pause time)を言受定することができます。このパラメーターの初期4直は4秒です。

ソング・インターバル・タイムの設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままPAUSEキ ーを押します。

・ディスプレイ上には現在設定されている休止時間が表示されます。変更するにはFF(増カロ)およびREW(減 少)

キーを使います。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ
ーを押

して変更した状態を取りやめます。

4,12 楽出のコピー

フ回ッピーディスクに録音された楽曲は、別のフロッピーディスク(容量の違うディスクも可)にコピーできます。

コピーの手順は以下のとおりです。

・コピーしたい楽曲が入っているフロッピーディスク(元ディスク)を、念のためブロテクトオンの状態にして、

ドライブに挿入します。そして、SONGキ ー(くおよび〉)を使ってコピーしたい楽曲の番号を選びます。

・次にRECキ ーを押しながらセットボタンを押します。ディスプレイには
“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ま

す。RECキ ーを押して確定します。

。しばらくして(時間はコピーする楽曲のデータ量によります)、ディスプレイ上に、楽曲のコピ
ー先ディスク

の挿入を求める表示
“
dSt"が出ます。そこで元ディスクを取出し、コピー先ディスクを挿入します。

・コピーが済むと、ディスプレイ上に現在の楽曲番号が表示されます。

<注 意>大 量のコピーを行う場合、コピー元ディスク(ディスプレイ上に
“
Src"と表示)とコピー先ディスクの挿入を何度か繰り返す必要があ

ります。

4.13 築出の削除

あるフロッピーディスクから楽曲を削除するには、まずSONGキ ー(くおよび》)を使って削除したい楽曲の番号

を選び、RECキ ーを押しながらCLEARキ ーを押します。ディスプレイには
“
Sur"(Are you sure?)の表示が出

ます。RECキ ーを押して削除を進めるか、STOPキ ーを押して操作を取りやめます。

<,主意>

・ディスブレイに
“
dPi"(Disk Protected;保護ディスク)の表示が出た場合は、プロテクトオンされているディスクから楽曲を削除しようと

していたことを意味しています。ディスクを取り出し、プロテクトタブを開めてから、同じ操作を総り返しますゃ

・いSPr"(Son9 ProteCted i保護楽曲)の表示が出た場合、削除 t′たい楽曲が取消できないよう保護さオ1ていることを示しています。詳し′くは

第4章14J東「楽曲の保護」、15項「ディスク全曲の保護と保護解除」をご参RRください゛
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4,14 梁曲の保護

プレスティッジⅨのフロッピーディスクドライブは、誤ってディスクのデータを削除しないよう、フロッピ
ー

ディスクドライブに収められた各由に読み出し専用コード(Read―Only attttbute)をつけることができます。

まずCLE A Rキーを押したままSON Gキ ー(く)を押します。

3桁ディスプレイ上には、ディスクの最初の楽曲に関して、
“
SPr " ( S o n g  P r o t e c t e d ;保護楽曲)あるいは

“
nPr"(NoT Protected;未保護)の表示が出ます。

・SONGキ ー(くおよびレ)で変更したい楽曲を選択し、REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・最後にRECキ ーを押して確定し、STOPキ ーを押して一連の手順を終えます。          i

<注 意>

・保護属性はフォーマットの手順に伺の影響も与えません。
・保護属1生の変更を行うには、プロテクトォフ(タブが閉まっている)】犬態でなければなりません.

4,15 ディスク全出の保護と保護解除

・CLEARキ ーを押したままFFキーを押せば
｀
ディスク内の全曲を保護することが

｀
でき、REWキ ーを押せば

｀
保護

が解除されます。ディスプレイには、しばらくの間(時間は保護されるデータ量によります)“Run"(実行中)が

表示され、次いで現在の楽曲番号が表示されます。

4,16 フロッピーディスク内の楽曲総数

フロッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、TEMPOキ ー(レ)を押します。しば
｀
らくすると、楽

曲総数が3桁ディスプレイに表示されます。

4.1 7  1曲が占めるディスクスベース量

フ回ッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、SONGキ ー(レ)を押します。しば
｀
らくすると、選択

した楽曲が占めるディスクスペース量が表示されます。キロバイト表示になっていることにご注意ください。

4.18 レゾリューション

この機能により、プレスティッジⅨが渡奏を録音する際のレゾリューション(分解能)が決まります。これは、

J/96(1/96の分解能が利用できる)の初期設定となりますが、楽曲をより忠実に録音するためには、分解能の

数値を上げることができます。4分音符につき96(デフォルト)、120、192、240ティックのレゾリューション

が利用できます。

レゾリューションの設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままRECキ ーを押します。現在選択されているレゾリューション値がディスプレイに表示

されます。

・REWキ ーおよびFFキーを押して、希望の数値を選択します(96,120,192,240)。

・最後にSETキ ーを押して確定するか、STOPキ ーを押して操作をとりやめます。ュ
ー
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第5章  ポイスプログラム

5,1 搭載パラメーター

プレスティッジⅨの持つ最もユニークな特徴のひとつは、多くの主要パラメ
ーターを変えて、オルガンの各ボ

イス(音声)やレジス トレーションを変更できるということです。変更したポイスは、本体のスイッチを切って

も保存され、フロッピーディスクに保存して、必要に応じて呼び出す(reload)こともできます。

ポイス変更に使用するパラメーターの一覧とその説明を以下にご紹介します :

1.レベル・パラメーター(Lvl):全体的な音声レベルを調整するパラメーターです。このパラメ
ーターの最大可変

中目-8/+7は 、一/+4dBに オロ当します。

2.鍵盤音量 トラッキング・パラメーター :この音量 トラッキング'パラメーターによって、手鍵盤の低音域と高

音域の音量比率を指定することができます。

プレスティッジⅨには、TRACKING LOW(Trl)およびTRACKING HIGH(Trh)という2つのパラメ
ーターがあ

り、それぞれ鍵盤の低音域(Trl)と高音域(Trh)について音量比を定めています。いずれのパラメ
ーターも可変幅

は-8/+7で 、一/+4dBに 本目当しています。

3.ラ ンク・フラクチュエーション・パラメーター(Rnk):こ のパラメーターが作動すると音質にわずかな波動(ピ

ッチ変化)が生じます。

4.ピ ッチ調整パラメーター(Pch):選 択 したボイスのピッチ微調整をします。このパラメ
ーターの可変幅は

-8/+7で 、一/+32/200secに相当しています。

5.ア ウトプット・パラメーター(Out):ボ イス (音声)出 力をオルガンのステレオパノラマに振り分けます。具

体的には以下の通りです :

・L(Left;左):音 声は左チャンネルにのみ出力されます。

・R(Right;右 ):音 声は右チャンネルにのみ出力されます。

・C/L(C to the Left;C音 を左へ):右 チャンネルに出力される第1オクターブのC音 から始めて、それに続く半

音階の音をすべて交互に各チャンネルに出力します(C→右,C#→左,D→右など)。

・C/R(C to the R19ht;C音 を右へ):左 チャンネルに出力される第1オクターブのC音 から始めて、それに続く

半音階のすべての音を交互に各チャンネルに出力するようにします(C→左,Cギ→右,D→左など)。

・L―R(Le十t‐R19hi;左一右):音 声はステレオパノラマ方式で右側および左側チャンネルに出力されます。

6.カラー・パラメーター(Col):低音成分や高音成分を強調することで音色を調整します(可変幅-8/+7と 表示)。

7。発音タイミング・パラメーター(ATTACK CHIFF:Atk):約 2mm/secか ら約300nlm/secまでの16段階で、発

音のタイミングを調整します。このパラメーターはパイプオルガンサウンドのより忠実なシミュレ
ーションを

行うため、手鍵盤の中央部で300nln1/secの場合、低音部ではかなり高くなり(約500mn1/sec)、高音部では低く

なります(l oolnn1/sec)。
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8.デチューンリリース・パラメーター(Rel):半者の最大可変幅が-loO/200secであるキーを放したときのデチ

ューンを調整します(1～16段階で表示).

9.ランダム・デチューン・パラメーター(Rnd):こ のパラメーターによって、手鍵盤のあるキーと別のキーとの間

のランダム・デチューンを調整することができます。これにより、パイプオルガン特有のコーラス効果(chorus

efiect)が生まれます(1～16段階で表示).

5,2 ポイス・パラメーターの変更

ポイスを変更するには、まず引き出しボックスにあるTAB(タブ)キーを押します。

ディスプレイはオルガンの3つのセクション(足鍵盤、第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して3つに分かれています。

各段の上部には各セクション名が、下部にはそのセクションの音声名が表示されます。

CURSORキ ー(くおよび♭)を使って変更したい音声の位置に合わせます。次に、エンコーダーを回して、変更

したい音声名がディスプレイ上に表示されるまで、音声をスクロールしてぃきます。

この時点でPAGE(ペ ージ)キー(△)を押せば
｀
、第5章1項に記載した変更パラメーターがすべてディスプレイの

第1行日に表示されます。各パラメーターの数値は以下のように表示されます。

|_.|三・:!3 
・
T・!「・I  T・,・
‐,卜1  11,F!|ギ

…・[i   ・―E:   。手・:ご!   1'
1静|ェ.|,1 [iiJ・L.  電i31,ユ  IEI・L.1=
―・I    I…   ・士・:こ!   :耳

ｈ
粛
”

ｉＢ
”
０
●８
一

■
子．．コ・Ｂ
一

次いでCURSORキ ーおよびエンコーダーを使って、第5章1項の記載に従いパラメーターを選択し変更します。

そしてPAGEキ ー(▽)を押して音声選択(vote sdedbn)画面に戻ります。Exhキーを押して初期画面に戻ります。

囲 図 図 囲 囲

図 図 l E l t t  l E l

PAGEキ ー
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第6章  ボイスおよびメモリーのディスク保存

6.1 ポイスプログラムのディスク保存

プレスティッジⅨの特徴のひとつは、変更したオルガンのポイスプログラムをフロッピ
ーディスクに保存し、

必要に応じてオルガン本体の内部メモリーに呼び出せるということです。

第4章で述べたように、プレスティッジⅨでは濃奏した楽曲をフロッピーディスクに録音することができます。

フロッピーディスクには、楽曲録音用、変更したボイスプログラムとメモリーの保存用の2つの利用法がありま

す。用途別に使い分けることをお勧めします。

保存の手順は以下の通りです。

・フォーマット済みで、プロテクトオフ(タブが閉じている)された状態の3.5インチフロッピ
ーディスクをドラ

イブに挿入し、SETTINGキ ーを押します。

最初に、音声呼び出し画面が表示されます。PAGEキ ー(△)を押すと、以下のメッセージが表示されます。

SFIと1に! 
・
T・1=lに! 1.Jにll i::!三: 主trli.3=B !Ii!i::iドi:

:三・8=B・L.  ・11i:こ.|→  主ri  にli三i::i二il::|コ  riモit::掻|  モtド1,J  !=・1すt:=・|「!  ト

これでコント回―ルパネル上の言受定をフロッピーディスクに、記録できる準備ができました。次にPAUSEキ
ーを

押 しながら、RECキ ーを押します。すると記録される設定のファイル番号が3桁ディスプレイ上に表示されます。

そのままCURSORキ ー(レ)を押すと、ディスプレイには
``Sur"(Are 

you sure?)の表示が出ます

:軍111どに|  
・
Tllに!  モ1にl![に:に!  主!r,.L.BIt  に,I!:||ミ!言  |:ilぃ||:!に!  モ

・

,=・tど1:=・|ヤt  卜  
・
L.`二・  :=・BIⅢl・F°iド・ド!  ・ェ8'・・  |三!Hi:[・T・  七.・=3  .三!|=83コ|「・七.

図 図 画 図 図

図 囲 囲 囲 図

SETTINGキ ー

CURSORキ ーPAGEキ ー
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ここで再びCURSORキ ー(♭)を押せばプロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

肇鞘呂 :彊 rt緊 !lEiF豊苦

〕コ
Bコチ栖
S:.:・
ば主=.比 柑RI・丁

・
E

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>

・ディスプレイに
HdPr"(Disk 

Protectedi保護ディスク)と表示が出た場合には、プロテクトォンされているディスクから楽曲を肖じ捺じようと
していたことを意味しています。ディスクを取り出し、プロテクトタブを開めてから、同じ操作を縁り返します.

6 . 2  ディスクからのポイスプログラム呼び出し
ボイスプログラムの入ったディスクをドライブに挿入します。しば

｀
らくすると3桁ディスプレイ上に番号00 1と

表示されます。PL A Yキーの上の緑色のLE Dランプが消えているか確認します。消えていない場合はST O Pキー

を押します。

SONGキ ー(くおよび勝)を使って、3桁ディスプレイ上で、オルガン内部メモリーに呼び出すボイスデータの入
ったファイル番号を選択します。

CURSORキ ー(》)を押せば
｀
、ディスプレイには

“
Sur''(Are yOu sure?)の表示が出ます。

次にSETTINGキ ーを押すと、以下のメッセージが英数字ディスプレイに表示されます。

皆冒冒冒にゴti・
白
甲白ぎ
8:lsilェ
|ヨゴ
・
晋:.簿色言雪i ・=il・‐i3J  !=・1_1:=.|「!  !ト

!…IIllII!Il  
・
T'I11に!  lⅢ!l_~ll i:il:!  丁

・
r。,IB「!  !コ!i::;|{:  !革tざl!r・,=・  

・
TB

:=・'すi:=.|・1  !十  七.:=,  3=.,三8,「!・F・主iF.!・
B'! 
 :=liF.  !:!:主|!i°T・  i.,=3  B=11=〕:=,|'・

・
L.

ここで再びCURSORキ ー(レ)を押せば
｀
データの読み込みを開始します(操作をとりやめる場合は、

押します)。フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のよ
ます。

と.番凸簿 T・角置 |.F番I置ES ,f・}キ8rⅢ
!_.i:ii-11二i  :=.・L.こ!ド・

・
L・!=8,1l1  lBF.三!ユ■.ユrT=i :=:f  ,コユ=.i=  i■:iェ!卜1にi

“̈一一，一旧一

甘Ｈ一　一円一

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。
<注 意>上記の操作によってォルガン本体の設定状況が失われてしまいます。新しい設定を読み込む前に、必要であればフロッピーディスクに

保存しておくことをお勧めします。

EXITキーを

うな表示が出

q SONG ,l     q TEMP0 1,     SET    CLEAR

! 厘l 区1 図1 願i 図 : 圏|

1厘!1顧1厘 :圏 !1田1図1
■9    i■    臼    |!    !l    Ⅲ,

3桁ディスプレイ
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6.3 メモリー内容のディスク保存

メモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて呼び出すことができます。

保存の手順は以下のとおりです。

・フォーマットしたフロッピーディスクをドライブに挿入します。SET~「INGキーを押し、次のような表示が出

るまでPAGEキ ー(△)を押します。

:部lLJE Hi三!Hi二!|こ!Iに||ヨ 主1li.● にi王=‖→:
三・8コ・L.  3Ji=.|=  i卜‐!  に!に|,I:ililこ:[l  ド1仁t妊1に!  .=lif18」  |=・1す1=.|,1  卜・

次にPAUSEキ ーを押しながらRECキ ーを押します。するとディスクに記録することが
｀
できます。記登泉内容のフ

ァイル連番号が3桁ディスプレイ上に表示され、各キーのLEDランプがつきます。

CURSORキ ー(勝)を押せば
｀
、ディスプレイには

“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ます。

::t111す!に|  |す1に||・引lI!にIIに|=i  i!r!七.,=B  Ei![::1=i:  Eil_|に1に!  モ
8

:〓
・
1_J:=・1・1  !卜  

・
L.3=,  81.I13!「!・F・主iF・i丁!  :ェ3!・

‐・
  !三!:】:I・T・

  ・
L.8=B  .二!|=BB二:iド

・・
L.

ここで再度CURSORキ ー(開 を押せば
｀
プロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

:耳lII!T!に1  1HI三IJに1ド!:[i三t:i  ir!・L.81:  i:i:[=iド|:
=十日lⅢIに| 二上。こ!|「・七.B=町ゴ言  ぃ。|.=!主i.二:F18=1 ・=・1・

‐!・J 口・F・ 811主二|ギ liii::ITに!

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>保存手順を実行すると、8バンクすべてのメモリーに関するデータはフロッピーディスク上にダウンロードされます。また
“
dEr"

(disk errOr)または
.4Ejt"(Eject)と

いう表示が出ていたら、そのディスクがフォーマット(初期化)されていないということです(第4章4項のフ

ォーマット手順を参照)。また
“
dPr"(disk prOtected)と表示されている場合は、掃入ディスクが書込み保護されていることを示しています。

いずオ1も、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

:厘:彊雖:厘:正醍図 li圏

亜 題 il園 !璽,図 1圏
t rl    i十    ロ    ト    i!    t

3桁ディスプレイ
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6.4 ディスクからのメモリー内容の呼び出し

メモリーのデータをオルガン本体に再ぴ呼び出すには、データの入ったディスクを挿入し、SE~l~「ING≒―を押

します。以下のようなメッセージが表示されるまでPAGEキ ー(△)を押します。

1_1二i!11にi  11・||=|ギi二il:!正i王::i  f・1・
。・:=,沖・!

:=.電I13=':=.・七.  11・||三1li:||::11三=i  !IBif!
番I Si:言
81li:=.|=  こ!t・

い
!,11 1〓
・
L・!:ユlr!

SONGキ ー(くおよび防)を使って、3桁ディスプレイ上で、楽器本体に呼び出すメモリーデータの入ったファイ

ル番号を選択します。

CURSORキ ー(レ)を押せば
｀
、ディスプレイには

“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ます。

と.コ白B HE‖BRI E吾 ・戸
・
r・コ出 簿ISH: SURE 

・
T:

i=・Ll:=ギ
f! 
 i十  七.に,  31.IIBr!・f・ir,!七1  に3:r,  1::卜:::T・  七.・=t  二!|=B!=,r・七.

ここで再度CURSORキ ー(レ)を押せば
｀
メモリーデータ読み込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXIT

キーを押 します)。すると、フロッピーディスクドライブのLEDラ ンプがしばらく点灯 し、ディスプレイに次の

ような表示が出ます。

!…i:l!IIにi  iflに!11'|,二iド!II!t:;
i…l_~ll11に1  :=.七..=!!「'七.に'1li言

・F・!「,,ェli丁!  !コ!i=十1ギi
i∴|こ!ユ■・ユr!==i 8='i「,IJ B13・F・ |ユ1主:=.iギ  iこii:liIゴ:i

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注 意>

新しい言費定が既存の設定に置換されるので、ディスクから読み込む前にメモリーをディスクに保存してください.
“
dEr"(disk erドor)または

“
Ejt"にject)という表示が出ていたら、そのディスクはフォ

ーマット(初期化)されていないということです(第4章4項

のフォーマット手順を参照).ま た
“
dPr"(disk prOtected)と表示されている場合は、掃入ディスクが書込み保護されていることを示していま

す。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。
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第フ章 Mi口1

7 , l  M I D lと は…

MIDIとはMusical instrunlent Di9ita‖nteriaceの略です。

MIDI(ミディ)は、電子楽器同士をつないで音楽情報や濃奏データを交換するための世界共通の規格です。たと

えばプレスティッジⅨの鍵盤で濃奏したメロディを別のシンセサイザーで発音させたり、他のMIDI機器から送

信されたデータをプレスティッジⅨで発音させることができます。MIDI機能を使用するためには、デ
ータをや

りとりするためのMIDI機器とデータを接続するためのMIDIケーブル(DIN5ビン)が必要です。MIDI機器は、通

常以下の3つのMIDI接続端子を備えています。

・MIDIイン :本機が他のMIDI機器からMIDIデータを受信するための端子。

・MIDIアウト:本機からMIDIデータを送信するための端子。

・MIDIスルー :MIDI機器を直列接続するために、MIDIイン・ポー トで受信したMIDIデータをそのまま送出しま

す。プレスティッジⅨでは、これらの接続端子は第1手鍵盤の左下にある接続パネルについています。

MIDI機器には16チャンネルあり、チャンネルごとに接続した機器とデータのやりとりを行えます。それによっ

て最大16台までのMlDI機器を個別にコントロールすることができます。また当然ながら、接続したMIDi機器同

士でチャンネルが違えばデータのやりとりはできません。両方のMIDI機器の送信/受信チャンネルは合わせる必

要があります。

フ.2 プログラムチ ェンジ・メ ッセージの送信

MIDIプログラムチェンジ,メッセージにより、所定のプログラム(たとえば音色)を中央パネルにあるMIDI選択

スイッチを使って、!妻続された機器に呼び出すことができます。

キ一・一！・一̈一一一

寺
＋
‐
耳
‐
―
十
一　
談
掛
一十一！一計
十
〓
！”
・一主
Ｆ

図 図 図 画 図

区 1 図 図 図 区|
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MIDIキーを押すと、ディスプレイ上に手鍵盤およぴ足鍵盤の名称が表示されます。2つのMIDIプログラムチェ

ンジの数値(0-127)の下に、左側の最初の数値はMIDI Aに割り当てられたチャンネル、2番目の数値はMIDI B

に割り当てられたチャンネルを表示しています。

CURSORキ ー(くおよび》)を変更したい位置まで動かします。次にエンコーダーを回して、その数4直を変更し

ます。終了したらEXITキーを押します。

<注 意>プ ログラムチェンジの構成はジェネラルメモリーに保存することができます(詳しくは、第2章をご参照ください)。つまり、メモリー

が呼び出された場合、オルガンのポイスと接続されたMIDI音源のポイスの両方が自動的に変更されるということです。

フ,3 MIDiの送受信チャンネルの起動

前述 したように、プレスティッジ田よ、 トリフォニック・インターフェイス(tr i p h o n i c  i n t e r f a c e )を装備 していま

す。これによって、各鍵盤は3つのMID Iチャンネルで送受信することができます。1つはベースチャンネル、残

り2つはそれぞれMID I  Aと MI D I  Bに割り当てられたチャンネルです。MID Iの送受信チャンネルは、以下のよう

に配列されています。

上記以外に、プレスティッジⅨでは、ジェネラルMIDiあるいはシステム情報のやりとりに使う4つの全体チャ

ンネルも制御しています。チャンネル番号は9,10,1 5 , 1 6です。

<注 意>MIDIチャンネルの配列は変更できませんc

MIDIの送信チャンネルを起動させるには、コントローラーのMIDIキーを押し、次いでPAGEキ ー(△)を押 しま

す。ディスプレイには以下のように表示されます。

|=:B=3811こ!I    11.三!!'1宮I

上Bキ モi  l:・  土在i  :寺!  →・ i:こ!

グローバルチヤンネ舟| 手鍵盤ベース
チャンネル

手鍵盤MIDI A
チャンネル

手錠盤MIDI B
チャンネル

上記の図から分かるように、ディスプレイは手鍵盤(および足鍵盤)について3つ、全体チャンネルに1つ、の4部

に分かれています。

S E t t Eコ
i乳:ゴほ:

F:3=|111.=11
lEl     度|

| ・ギi . コ! ・
‐
! ョ王

lE1      1:i
11.=け
‐
!どII

ti      l:i

ブログラムチェンジ
MI D I  Aチャンネル

ブログラムチェンジ
M I D I  Bチャンネル

鍵盤 ベースチャンネル MiDi Aチ ャンネル MiDI Bチャンネル

足鍵盤 ４ ７ ８

第1手鍵盤 (MI) ３ ５ ６

第2手鍵盤 (MI) ２ ３ ４
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CURSORキ ー(くおよびレ)を使って変更したい数値に合わせ、エンコ
ーダーを回して選んだ送信チャンネルを

オン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDIチャンネルはアスタ

リスク(*)で示されます。

PAGEキ ー(△)を押して、MIDIの受信チャンネルの制御画面に合わせます。画面上でのパラメ
ーター配置は全

く同じです。

iこ:|】| [=.|「1.二!!・‐lir!に,ユ    |=8・=B311.=,ユ    !→モ!i
。`!=:[    11.=!!F,=:[I

干 ユ1日干 ユFT甲 1ギ
・
1にBと再

Hギ・土置

ケ占=巧`ルチヤンネル|
手錠盤ベース

チャンネル

手鍵盤MIDI A
チャンネル

手錠盤MIDI B
チャンネル

ここで再びCURSORキ ー(くおよび》)を使って変更したい数値に合わせ、.エンコ
ーダーを回して選んだ受信チ

ャンネルをオン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDIチャンネ

ルはアスタリスク(*)で示されます。

操作を終える時は、EXITキーを押します。

フ. 4  M l口:フィルター

MIDIフィルターは、任意のメッセージをMIDI送受信からカットすることができる装置です。受信と送信の両方

で、プレスティッジがフィルターにかけることができるメッセージの種類は次の通りです。

フィルターを作動させる(つまリメッセージをカットする)には、まずMIDlキーを押してMIDI言安定にアクセスし

ます。次に、以下のように表示されるまでPAGEキ ー(△)を押します。

メッセージ☆ 皓語 内容

ノー ト Note MIDIノー トメッセージ

コン トロールチェンジ CC コントロールメッセージ(音量、エクスプレッションなど)

プログラムチェンジ PG プログラムチェンジメッセージ

システム・エクスクルーシブ SYS‐ EX エクスクルーシブ・オルガンメッセージ(プログラム作成)

リアルタイム REAL チューニング、タイムメッセージ

アクティブ・センシング ACT,S 接続 (検出)メッセージ

F・IL.・T'ER
!=.:i38r ,:ず.:

一●
”―
・
８
“―
●

・
ゴ
Ｂ
卜

・

一‐
一　
・
！
「
・

３肝一Ｈ円

「
Ｈ阿

二,とi=・|コト!

lil  i・可

二‐
ェ

拭
下”出

,=,8_.l_.・~・:=.

受信フィルター 送1言フィルター

Ｓ
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各メッセージ★(ディスプレイの第1行目に表示)送信時・受信時のフィルターがあります。それぞれが設定可能

です。

CURSORキ ー(ておよび》)を使って変更したいパラメーターに合わせます。次にエンコーダーを回して適切な

数値を選択します。

ここでEXITキーを押して操作を中止するか、PAGEキ ー(△および▽)を押して他のMIDI設定画面をスクロール

します。

MIDIダイナミックス設定はオルガン本体のメモリーにも保存することができます。
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第8章  初期fヒ(ファクトリープリセット)手‖贋

8,1初 期化 (ファク トリープリセ ッ ト)と は

この場合の初期化とは、工場初期設定 (ファクトリープリセット)状態に戻る機能のことです。お客様が行

った変更はすべて消去されます。

プレスティッジⅨは、全体初期化(本体各セクションがすべて初期値にリセットされる)と各ポイス別の初期

化を行うことができます。

初期化プロセスの特徴上、以下に述べる操作を開始する前に、重要なデータはフロッピーディスクに保存

しておくことをお勧めします。

8.2 全体初期化

まず、初期画面からはじめて、PAGEキー(△)を2度押します。するとディスプレイは以下のように表示されます。

H ttEIJER向に.
!E:・J:ュ|・‐!  にi11・|に|ド|モi

IE・III;I:1・[it:::ず :二iに!・T・
・
T・I卜|にi 津: にiに|に|:[iユに,

i王:  上  =| こ1ド,111  
・
七.tJ!・
‐・rt 
・
L.1・
‐
13コ  1〓・BIB!i38=B,・

‐・

本体にインス トールされたソフトウェア,リリース(使用許可)がディスプレイの上段右隅に表示されます。アフ

ターサービスを受ける時は必ずこのコードを伝えてください。

次いでオルガンのスイッチを切り、ジェネラルメモリーのプッシュボタンHR,1お よび2を押しながら再度スイ

ッチを入れます。これで工場初期設定状態に戻りました。

8.3宙 ポイスの初期化

プレスティッジⅨでは、ひとつのポイスのパラメーターをどの手鍵盤からでも初期値に戻すことができます。

初期画面からはじめて、TABキ ーを押 していきます。ディスプレイ上ではオルガンの3つのセクション(足

鍵盤部、第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応 して分れています。各段の上部にはセクション名、下部には各部位

の最初のポイス(音声)が表示されます。CURSORキ ー(くおよび♭)を使って初期化 したいボイスのあるセ

クションに合わせます。次にエンコーダーを回して、変更したいボイス名がディスプレイに現れるまでス

クロールしてぃきます。

PAGEキ ー(△)を押 し(ディスプレイにはボイスパラメーターが表示されます)、続いて上下のPAGEキ ー

(△および▽)を同時に押します。その後、EXITキーを押 して操作を終えます。

8.4ボ イスのローカルオフ

プレスティッジⅨがMIDIで外部電源を操作している場合には、ひとつないし複数のポイス(voice)を「ロー

カルオフ(Local off)」モードに切り替える必要が出てくるかもしれません。ある音色が 「ローカルオフ」モ
ードであり、そのストップが開かれている場合には、電源は作動せずにMIDIコードのみが送出されること

になります(音声はミュート)s

０
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8.5 トゥッティ・レジスターの初期tヒ

トウッティ(TUTTI)のレジスターを初期設定に戻すには、初期画面からはじめて、以下の表示が出るまで、

PAGEキー(△)を押します。

:孝:  
・
Tと|'T"TI  [Ⅲ31=,二,二.・=・  |=・i恥i:!・T'電iF:1'  ::il三

・
T・
'T・
IIJlL  iキ:

F:!J=.h 8EIJE卜lEドにi 3 を,r,ば 七ur・!・1 七.h= F'9=,W,コト
‐・
:"'!・!

1     本体のスイッチをいったん切り、ジェネラルメモリ
ーのプッシュボタンHRを 押しながら再度スイ

驚     す。これで工場初期設定状態に戻りました。

i
T    8.6 クレッシェンドの初期化

クレッシェンドを初期設定に戻すには、初期画面から始めて、以下の表示が出るまで、PAGEキ ー

す。

H i:!1lEI三ii二:EI“|!二に1 中8二:二.に' IE・Fil::Ti:||こ!叱「 =十置
・
T"T'正卜に1 持:

|=81すi:=・|'1  にiほ!卜|コ|ギ|三ili::  1  .=!,■,11  。と.iど!!・‐1,1  ・七.113=|  '=・81:i∴1に't・‐・  I13i「!

本体スイッチをいったん切り、ジェネラルメモリーの1を押しながら再度スイッチを入れます。これで工場初

期設定状態に戻りました。

ッチを入れま

(△)を押 しま
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資料 MIDlイ ンプリメンテーシヨンチヤート

ヴァイカウント プレスティッジⅨ バージョン :1.0

ベーシックチャンネル   デフォルトチェレジ 11スウェル

12グレート

14ベダル

15ツロ

16グローパル

1 1スウIル

1 2グレート

1 4ベダル

1 5ソロ

1 6グローパル

チャンネル11～16は

常に送・受信

チャンネル1-3-7-9は

MIDI  タブオン時

モード         デフォルト

メッセーン

代用

×

Ｘ

モード3

ノートナンバー      トゥルーポイス 36--96 36-96 トランスポーザーレンジ除く

ベロシティ       ノート・オン

ノート' オフ

8nHノート・ぺロシティ

9nHノート・ベロシティ

8 n H ノート・ベロシティ

9 n H ノート・ベロシティ 0=ノートオフ/40hiノ ートオン

アフタータッチ      キー

チャンネル

Ｘ

×

Ｘ

×

ピッチペンダー Ｘ Ｘ

コント回―ル

チェンジ

〇

〇

〇

〇

CC07=メインボリュ
ーム

CCll=エクスプレッションポリュ
ーム

cc9o=トレモロスピ
ード

CC92=トレモロ深さ

(CBnH=バリュー1ドバリュ
ー2)

n'す i Ch(1-lo)

nヤ
・ =Ch(11-15)

プログラムチェンジ ○ ○

システム・エクスクルーシブ 〇 ○

システム(コモン)      ソングポジション

ソングセレクト

チューン

×

×

×

×

Ｘ

Ｘ

システム          クロック

(リアルタイム)       コマンド

F8HタイミンタクロックO(…)

F A Hスタートシークエンス○

FCHストップシークエレス○

FEHアクティブセンシングO("')

F 8 H タイミンタクロック×( ' ・)

FAHスタートシークエンス○

FCHストップシークエンス①

FEHアクティブセンシンタO(Ⅲ
Ⅲ
)

('・)プログラムオン/オフ

('")スイッチオン/オフ自動
エコー選択 オン/オフ

オグジュアリー      日―カルオン,オフ

メッセージ        オール・ノート・オフ

アクティブ・センシング

リセット

○

Ｏ

①

×

○

Ｏ

①

×

モー

モー

ド

ド

オムニ・オン、ポリ

オムニ・オフ、ポリ

モー ド2 : オムニ・オン、モノ

モー ド4 : オ ムニ, オフ、モノ

○=イエス
×= ノ ー
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